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大槌町社協だより 

心つなぐべし おおつち 

ボランティア活動者数 延べ 81,148人、ボランティア活動件数 延べ 8,737件(8/16現在) 

  

「平成の杜」環境整備活動ボランティア大募集！ 

7月 23日（土）、浄化センター（マスト裏）付近にある「平成の杜」にて、大槌町NPO・ボランティ

ア団体連絡協議会が主催し、大槌学園 4年生が植樹した苗木を雑草から守るため、草取り・草刈り

活動を行いました。町内外から 19名の方が活動に参加しました。当日は蒸し暑く、活動終了後に

は、「ますと乃湯」から、疲れをとってほしいと「入浴割引券」が参加者へ配布されました。 

今後も大槌町が共催となり、（株）横浜ゴムと大槌町社協が協力し、環境整備活動を継続して実施

する予定です。大人から子どもまで誰でも参加できますので、みんなできれいにしていきましょう！ 

【次回開催情報】 

日 程：１０月 15日（土）午前１０時～１2時              

場 所：平成の杜（マスト裏 浄化センター横） 

参加人数：30名 

集合場所：社協駐車場（上町 1-1） 

内 容：草取り・草刈り作業 

持 ち 物：軍手、タオル、帽子、長ぐつ、飲み物 

汚れてもよい服装、鎌（持参できる方） 

※新型コロナ感染予防のため、事前に検温をお願いします。 
※当日の天候や作業状況により時間の変更や中止となる場合があります。詳しくはボランティアセ

ンターまでお問合せください。 

【お申込お問合せ先】大槌町社協ボランティアセンター ☎0193-41-1511 

～赤い羽根自動販売機で社会貢献～
◆赤い羽根自動販売機とは 
飲料の売り上げの一部が赤い羽根共同募金に寄附される「寄附付き自動販売機」です。商品の購

入で募金に協力することができ、身近に地域福祉活動に参加することができます。 

【設置のお願い】 岩手県共同募金会では、赤い羽根自動販売機の設置を推進しており、協賛設置事 

業主様を募集しております。 

 

 

 

 

◆赤い羽根自動販売機設置場所：大槌おおのクリニック前、大槌町役場町民室  

                      ※大槌町社協の各事業所にも設置しています。 

※飲料の売り上げから数パーセントが募金されるシステムです。募金の割合は、 

協賛企業と設置主様が設定します。 

設置を希望される方は、大槌町共同募金会までご連絡ください。☎0193-41-1511 

大槌町社協前に設置 

◆設置に必要なもの ・販売機の設置場所 

・月々の電気代（2,000円程度） 

※自動販売機の管理や募金の送金は、販売業者が行います。 

設置事業主様は時間や手間がかからず社会貢献することができます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先：大槌町社会福祉協議会（ボランティアセンター） 

〒028-1112 大槌町大町 9-50 

0193-41-1511 
この広報紙は、岩手県共同募金会から配分を受けて作成しています。 

 

8月 5日（金）沢山地区のグランドを会場に、沢山年輪クラブの方々が指導者として教育センタ

ーOLAI（おらーい）を利用する子どもたちとグランドゴルフを通じた交流会を行いました。子ども

たちは、クラブの握り方やボールの打ち方などを教わった後、各グループに分かれてホールを回り

ました。草の伸び具合や地面の起伏によって、ボールの転がり方が変化するため、子どもたちは戸

惑いながらも打つ時は真剣な表情を見せていました。 

プレー後、子どもたちは「明日もまたやりたい」「また一緒にやろう」と楽しかった様子でした。 

今回の交流会を機に、今後も世代間交流の取り組みを広げていきたいと思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育 

8月 11日（木）文化交流センターおしゃっちを会場に、刈払機取扱い作業者に対する安全衛生教

育の一環として、コケラワークス(奥州市)代表の小山石
こやまいし

孝氏を講師に迎え、刈払機講習会を開催し

ました。受講者は、ベテランから初心者までの 16名。講義では、草を刈る刃の角度によって草が絡

みにくくなる技術や使用後のメンテナンス方法などについて学びました。講習会終了後には、受講

者全員に携帯用の修了証を配布しました。 

今回、参加出来なかった方は次回の参加お待ちしています。今シーズンはあと数回、刈払機を使

用することがあると思います。いま一度、安全確保に留意して作業を行いましょう。 

 

 

 

 

午前：座学 午後：実技 


